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研究成果の概要（和文）：剖検例において，膵臓の間質内に実質傷害を伴わない出血を観察することがある．そ
の病態生理学的意義について検討した．その結果，窒息死群は，他死因群比較して高頻度に認められた．血中イ
ンスリン(Ins)濃度は，その他死因群 (中央値 3.1 μIU/ml) に比較して窒息死 (中央値 9.4 μIU/ml) で高値
を示した．一方，血中グルカゴン濃度における差はなかった．ラット膵臓培養細胞を用いた低酸素実験の結果，
Ins遺伝子発現が顕著となり，Ins濃度も高値であり，ミトコンドリアの膨化も認められた．よって，低酸素状態
では，細胞内小器官の脆弱性とともに，Ins分泌が促進されることが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：During autopsy, bleeding in the pancreatic stroma is occasionally observed 
in the absence of injury to the parenchyma. The current study examined the pathophysiological 
significance of this bleeding. The results revealed that such bleeding was more prevalent in 
individuals who died from suffocation than in individuals who died from other causes. Blood insulin 
(Ins) levels were higher in individuals who died from suffocation (median: 9.4 μIU/ml) than those 
who died from other causes (median: 3.1 μIU/ml). In contrast, there were no differences in blood 
glucagon levels in the two groups. Results of a hypoxia experiment using cultured rat pancreatic 
cells revealed marked expression of the Ins gene, high Ins levels and swelling of mitochondria with 
hypoxia. These findings revealed that hypoxia renders organelles more fragile and promotes Ins 
secretion.

研究分野：法医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果は，①低酸素下におけるインスリン分泌能亢進と②低酸素下における微小血管障害に依存しているも
のと思われる．そのことから，ラット膵臓培養細胞を用いて研究した結果，インスリンの遺伝子発現は，低酸素
下10分で高値を示し，培養液中のインスリン濃度も低酸素下10分で高値を示した．また，低酸素下における細胞
の微小変化として，血中濃度が低下してくる低酸素下15分において，ミトコンドリアの膨張，細胞傷害の所見が
現れた．それら結果から，低酸素下においては，インスリンの発現が増加するものの，低酸素状態が遷延する
と，細胞傷害により，インスリン分泌能が低下を示すものと思われる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１.研究開発当初の背景 
法医解剖・鑑定における頸部圧迫や鼻口閉塞などによる窒息の診断は重要で，内因性急死や
中毒死さらには溺死などの外因性死亡との鑑別に苦慮することも少なくない．これまで法医病
理学のみならず血液生化学や分子生物学的観点から窒息に関する種々の検討がなされてきた．
具体的には，頸部圧迫に伴う皮膚変色を病理組織学的に証明する方法や甲状腺ホルモンなどの
頸部諸器官から分泌される変化についての検討が報告されていた． 
一方，法医剖検例において，膵臓に組織学的実質傷害を伴わないにもかかわらず，肉眼病理
学的に被膜下・間質内に出血を観察することがある．この膵臓間質内出血の意義について系統
的に検討された報告はない．これまでに我々は膵臓外分泌酵素であるアミラーゼと γ-グルタ
ミルトランスフェラーゼについて報告したことはるものの，膵臓被膜下・間質内出血と死因や
死亡過程における病態生理との関係，さらには，インスリンやグルカゴンなどの内分泌系ホル
モンとの関係および血糖動態との関連性について検討してことはなく，剖検時における膵臓間
質内出血の意義について，一定の見解を得ていない． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，「法医剖検例における膵臓被膜下・間質内出血の意義と膵臓関連ホルモンと
の関連性」について「低酸素・虚血」の観点から解析することにある．法医剖検例において，
低酸素・虚血病態時に，肉眼的に膵臓の実質傷害を伴わずに膵臓間質内出血を観察することが
ある．この膵臓間質内出血の意義について系統立てて検討された報告はない．そこで申請者ら
は，膵臓の被膜下・間質内出血の意義について，内分泌ホルモンおよび血糖動態との関連性に
ついてのみならず，生化学的・分子生物学的観点からの検討のみならず，微細形態学的観点か
らも膵臓における低酸素虚血病態における変化について系統的に調査することとした．本研究
結果は, 法医学分野における窒息死診断上の意義のみならず，全身性低酸素・虚血状態におけ
る血糖値を含めた内分泌および外分泌機能を明らかにすることで，膵臓における病態生理を明
らかにできる基礎的資料になることが期待される. 
 
３．研究の方法 
“法医剖検例における膵臓被膜下・間質内出血の意義と膵臓関連ホルモンおよび血糖値との関
連性を明らかにする目的”で下記の 4点について研究を施行した． 
剖検例における膵臓被膜下・間質内出血の死因別・受傷後経過時間別などの発生頻度を調査し，
その発生要因について調査する．②剖検例における膵臓を中心とした視床下部・下垂体・甲状
腺・副腎などの内分泌関連臓器の病理組織および免疫組織化学的変化について調査する．③剖
検例における血中膵臓関連ホルモン（インスリンおよびグルカゴン）および血糖値などの計測
を行う．④膵臓培養細胞を用いた低酸素状態および各種薬物における影響について膵臓関連ホ
ルモンの変化について検討を行う．⑤ 膵臓培養細胞の微細形態変化について，低酸素および低
酸素継続時間，また薬物の影響について調査を行う． 
 
４．研究成果（和文） 
剖検例において，膵臓の間質内に実質傷害を伴わない出血を観察することがある．しかし，そ
の出血の意義と膵臓関連ホルモンの分泌との関連性について検討した報告は少ない．そこで膵
臓被膜下・間質内出血の意義について，インスリン・グルカゴン分泌の変化とともに分析する
こととした．【対象・方法】当教室の剖検例 (72 例，6歳～91 歳 (中央値 63.5 歳) のうち，鋭
器損傷 (5 例)，鈍器損傷 (15 例)，火災関連死 (23 例)，窒息 (16 例)，溺死 (6 例)，心臓性
突然 (7 例)について分析した．各例において膵臓間質内出血の程度を死因ごとにスコア化，さ
らに免疫組織化学的手法を用いて膵臓におけるインスリンおよびグルカゴン陽性細胞の変化に
ついて検討し，さらに血中インスリンおよびグルカゴンの測定を行った．また，膵臓間質内出
血が窒息死例に高頻度に認められたことから，ラット膵臓培養細胞を用いて低酸素下 (酸素
5%) 実験を行い，電子顕微鏡にて形態観察するとともに，Ins 遺伝子発現を RT-PCR により解析
し，インスリン分泌についても ELISA を用いて測定した．【結果・考察】膵臓間質内出血を死因
群別に分析すると，窒息死群では，他死因群比較して高頻度に認められた．血中インスリン濃
度は，その他死因群 (0.3 – 50.9 µIU/ml, median 3.1 µIU/ml) に比較して急性窒息死 (3.9 - 
15.4 µIU/ml, median 9.4 µIU/ml) で高値を示し，遷延性窒息死 (0.3 – 3.7 µIU/ml, median 0.8 
µIU/ml) では低値を示した．一方，血中グルカゴン濃度において死因間の差は明らかでなかっ
た．インスリンおよびグルカゴン陽性細胞率に死因間の顕著な差はなかった．ラット膵臓培養
細胞を用いた低酸素実験の結果，低酸素後 10分で Ins 遺伝子発現が顕著となり，培養上清中イ
ンスリン濃度も高値を示した．低酸素状態におけるラット膵臓培養細胞を電子顕微鏡で観察す
るとミトコンドリアの膨化所見が認められた．これらの結果より，低酸素状態では，細胞内小
器官の脆弱性とともに，インスリン分泌が促進されることが明らかとなった．これら結果から，
血中インスリン分泌量が低酸素状態評価の指標となる可能性が推測された． 

 

研究成果（英文） 
Purpose: Although pancreatic interstitial bleeding without parenchymal damage is occasionally 



observed in autopsy cases. We investigated the significance of pancreatic interstitial bleeding based on 
analysis of the changes in insulin and glucagon secretion. Materials and Methods: We examined 72 
autopsy cases in our department. The causes of death were sharp instrument injury, blunt injury, fire 
fatality, asphyxiation, drowning, and sudden cardiac death. We scored the degree of pancreatic 
interstitial bleeding in each case based on the cause of death, assessed the changes in insulin- and 
glucagon-positive cells in the pancreas with immunohistochemical staining, and measured the blood 
insulin and glucagon levels. Because interstitial bleeding was frequently observed in deaths due to 
asphyxiation, we conducted a hypoxia (O2 5%) experiment with cultured rat pancreatic cells. We 
observed the morphology under an electron microscope, studied the insulin gene expression using a 
RT-PCR, and used ELISA to measure insulin secretion. Results and Discussion: We analyzed 
pancreatic interstitial bleeding based on the cause of death and found that it most frequently occurred in 
the death due to asphyxiation group compared to all other causes of death. The blood insulin level was 
the highest in the deaths due to acute asphyxiation (median, 9.4 μIU/mL) and lowest in the deaths due to 
prolonged asphyxiation (median, 0.8 μIU/mL) compared to all other causes of death (median, 3.1 
μIU/mL). In contrast, there was no difference in blood glucagon levels and insulin- and 
glucagon-positive cells among the causes of death. The results of the hypoxia experiment using cultured 
cells demonstrated that insulin gene expression was notable after 10 min of low oxygen conditions. The 
insulin level in the culture supernatant was also high. Observing the cultured cells under hypoxic 
conditions with an electron microscope revealed mitochondrial swelling, which indicated that hypoxic 
conditions debilitated intracellular organelles and stimulated insulin secretion. 
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